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自己紹介

2006～

SIerにてサーバーセキュリティ管理、公官庁・大手

ECサイトのセキュリティ管理

2008～

データセンター・クラウド事業者：クラウドサービスの新規事業立ち上げ

クラウド基盤の設計・投資・構築・運用・顧客提案

2020～

外資クラウド企業：自動車業界向けクラウド技術従事

車載通信モジュール

（DCM）設計支援
2021～ 2023～

次世代アイサイト向けAI開発用のITインフラ設計・構築

SUBARU Lab副所長

2024～

SUBARU Lab 副所長

金井崇（かない たかし）

技術本部 ADAS開発部担当部長

兼 高度統合システムPGM 主査

ADAS開発部

担当部長

2025～
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笑顔をつくる会社

安心と愉しさ

“お客様第一”を基軸に

「存在感と魅力ある企業」を目指す

経営理念

提供価値

ありたい姿

Source：中期経営ビジョン「ＳＴＥＰ」進捗報告
（2021年5月11日）

SUBARUのありたい姿
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視界の良さ/パッケージ

動的性能/危険回避性能

リアルワールド重視

乗員保護＋コンパチビリティ

0次安全

走行安全

予防安全

衝突安全

つながる安全 先進事故自動通報/インフラ協調

事故に遭わないための基本設計

走りを極めれば安全になる

先進技術で安全運転を支援

万一のための万全の備え

もっと命を守るために

• 事故を未然に防ぎ、万が一事故の被害を最小限にする

• ドライバー、同乗者、歩行者の保護を考慮した安全を追求

SUBARU独自の総合安全思想
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死亡交通事故ゼロに向けた事故の分析

• 2017～2022年で死亡に至った事故ケース全てにつき、対応できる機能を決定。
• 今後、対応手段を具体化し順次織り込んでき、死亡交通事故ゼロを目指す。

47% 65% 76%
2017-2022 FARS

直近5MYの
米国SUBARU車

668ケース
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先端技術開発を行う環境：SUBARU Lab

AIを車両にすぐ搭載できる試験環境

インフォテインメント・コネクト－UI/UX一貫開発

エンジニアファースト徹底

技術情報や開発舞台裏の情報発信

アイサイト×AIなどの開発を加速するため、2020年12月に『SUBARU Lab』を渋谷に

オープンし、“CASE”と呼ばれる先端技術領域の開発を推進
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SUBARUの運転支援システム：アイサイトとは

見る

認識

判断

制御

カメラ・センサー
情報を取得

何がどの距離に
あるか認識

どうクルマを
制御するか判断
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赤枠で囲った画像がその瞬間で最も信頼できる検出結果

リアルワールドで使える事へのこだわり

画像単体とステレオを組み合わせた認識ロジックを開発 世界中を試験走行して性能を作りこみ

悪環境を含めたリアルワールドで使えるための仕組みや確認を実施
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SUBARU Asura Net （画像認識AI）

20以上のhead(タスク)が1つのbackboneを共有するマルチタスクNeural Network

Left

Image

Extractor

Drivable Area

Segmentaiton

Pedestrian

Detection

Vehicle 

Detection

Stopline 

Detection
Heads

Input

Convolutional 

neural network

Right

Image

Extractor

Fusion Module

Backbone

Object

Detection Trunk
Road Marking 

Trunk

Segmentation

Trunk

・・・

Vehicle 

Segmentation・・・
Crosswalk

Detection

Trunks

Feature

Decoder

・・・ ・・・

・・・

引用元：SUBARU Lab 公式 X (旧Twitter)

https://twitter.com/SUBARU_Lab/status/1415219519891689475
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ステレオカメラとAIの親和性

走行環境をより精細に分析

道路のセマンティック セグメンテーション

ステレオカメラの視差画像

• セマンティック セグメンテーションAIは画像のピクセル単位で分類が可能

• 画像から視差をピクセル単位で出力できるステレオカメラと非常に相性が良い
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次世代アイサイト向け画像認識AI

←ステレオカメラの距離点群から
生成した鳥観図とAIによる意味付け

←マルチタスク画像認識AI

「SUBARU Asura Net」による悪天候での
車両認識、距離推定、セマンティック
セグメンテーションの同時推論

• ステレオカメラによる距離点群とAIの推論結果を組み合わせる事で、
より精度の高い認識が可能

• 悪環境でも使える事（リアルワールド性能）にこだわった開発
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自動車OEMだからできるAI開発サイクル

アイサイト カメラ

• 開発のデジタル化を進めつつ、実車も使った高速なAI開発サイクル
• 開発者自身でAIの結果を体感し改善

内製AI認識

車両制御

AIを車両にすぐ搭載できる試験環境
高頻度で改善サイクルを回す＋AI開発者自身で体感

走行データ管理
AI学習に使ったデータのトレサビ

AI学習インフラ導入
オンプレミス＆クラウド
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アイサイト開発でのオンプレミスAI開発基盤

Storage

東京事業所

走行試験

外部データセンター

SUBARU Lab

走行試験

Storage

Storage

機械学習サーバ機械学習サーバ CI/CD

CI/CD

• アイサイトの認識ソフトウェア開発用の走行データ保存
• AI開発用の大量の時系列画像データ保存

100Gbps 100Gbps

群馬製作所

Storage

機械学習サーバ

100Gbps

100Gbps

100Gbps

走行試験
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GPU利用のAI学習ジョブやGPUクラスタの利用効率向上

• AI学習ジョブの管理にはArgo Workflowを用いてスケジューリング
• GPU利用状況はPrometheus＋Grafanaで可視化し、GPUのUtilization、メモリ利用状況

などをジョブ実行者が確認。

→より効率的な学習コードへの改善をAIエンジニアとインフラエンジニアで共同で推進
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On-Premises

AWSを活用したハイブリッドAI開発環境 概要

PUSH

GPUサーバ

モデル
作成TASK

Training

CloudWatchAgent

Storage

Dataset
取得TASK

アマゾン ウェブ サービス

生データ

CIパイプライントリガー

Dataset

Amazon Elastic 

MapReduce (Flink Runner)

デプロイ&トリガー

凡例: 起動デプロイ系 処理(リクエスト)

Amazon S3

Amazon S3

Database

Apache Beam
実行基盤

Amazon SageMaker
Amazon S3

Amazon

MWAA

Amazon

CloudWatch

定期UPLOAD

専用線

デプロイ

社内チャットInternet

AWS
CodeBuild

Amazon ECR

可視化ツール

Elastic network

interface

Private subnet

Private subnet

AWS

CodeCommit

Amazon
EventBridge

Amazon 

CodePipelne

DirectConnectで
オンプレと接続

オンプレ・AWS連携
パイプライン

開発・学習・モデル管理等

監視

CI/CD
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走行データの管理

• 過去に取得した走行データを走行場所や天候などで検索できる形で保存
• AIの推論結果の定点観測なども実施

AI認識タスクの結果のVersion

による変化を定点観測

シナリオ別での走行データ検索

過去の走行データを
地図検索、プレビュー
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シーンデータ検索にLLM/VLMを活用できないか？

出典： https://github.com/voxel51/voxelgpt

LLMやVLMの実行には現状、非常に大きな計算リソースが必要で車載でのリアル
タイム実行は困難。まずは走行動画シーン検索などの活用を検討中。

AI画像データ管理OSS Voxel51の
GPTを使ったプラグイン”VoxelGPT”

VLMを使った走行動画の
要約文生成デモアプリ

出典：
https://docs.nvidia.com/cosmos/cds/latest

/ui-user-guide.html

NVIDIA Cosmosを使った
“Cosmos Dataset Search (CDS)”

https://github.com/voxel51/voxelgpt
https://docs.nvidia.com/cosmos/cds/latest/ui-user-guide.html
https://docs.nvidia.com/cosmos/cds/latest/ui-user-guide.html
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まとめ

• SUBARUは2030年死亡交通事故ゼロという目標を
本気で取り組んでおり、SUBARU Labは目標達成
のために活動領域を広げて先端技術の研究開発
を推進していきます。

• オンプレミスとクラウド両方の計算リソースを活用し
て大量のデータを必要とするAI開発やソフトウェア
開発環境の整備を進めています。

• LLM/VLMなどの生成AIの活用については、まず開

発の効率化に有効なツールとなるか検討中。開発
者が使っていく事で技術動向キャッチアップにもつ
ながると考えている。
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最後に

We are Hiring!
一緒に次世代アイサイト開発をする仲間を募集中

https://www.subaru.co.jp/recruit/subaru-lab/

https://x.com/SUBARU_Lab

https://www.subaru.co.jp/recruit/subaru-lab/
https://x.com/SUBARU_Lab
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